
梁端部フックの有無

“無し”にチェックした場合

7.6.2.3. RC梁の付着割裂破壊検定表

平均付着応力度の算定において、1倍の鉄筋の降伏強度が考慮されます。

τy=σy*db/(4*(ℓd-d))
=345*22/(4*(1405-527))=2.16N/mm2

D=600mm, dt=73mm, d=527mm 
ℓd=0.25*Lo/4+15*db=0.25*4300+15*22=1405mm

参照：計算解説書「8.1.4 付着割裂破壊に対する検討」
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“有り”にチェックした場合

7.6.2.3. RC梁の付着割裂破壊検定表

平均付着応力度の算定において、フック有りとして2/3倍の鉄筋の降伏強度が考慮されます。

τy=2/3*σy*db/(4*(ℓd-d))
=2/3*345*22/(4*(1405-527))=1.44N/mm2

D=600mm, dt=73mm, d=527mm 
ℓd=0.25*Lo/4+15*db=0.25*4300+15*22=1405mm

参照：計算解説書「8.1.4 付着割裂破壊に対する検討」


